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エドテックにはないオープンエ
デュケーションの特徴

　オープンエデュケーションとは，教育をオープン

にして学習機会を促進する活動のことを指す．オー

プンエデュケーションにかかわる活動は，教育に用

いるツールやビデオ講義など教材の共有，開かれた

学習グループの運営や学習を評価するツールの共同

利用などが含まれる．オープンエデュケーションが

対象とする教育分野や対象も幅広く，学校や大学の

正規授業や，仕事，家庭生活，余暇に関連した日

常の活動の結果としての学習であるインフォーマ

ル学習も対象に含まれる．そしてオープンエデュ

ケーションの活動には，OER（Open Educational 

Resources： オープン教材）の制作，OER の公開，

OER で学ぶ学習コミュニティの構築がある．近年

では MOOC（Massive Open Online Courses：大

規模公開オンライン講座）を活用した生涯学習や

高等教育が展開されている 1）．

　オープンエデュケーションはインターネットを

基盤とした活動であり，ディジタルコンテンツを

教材として用いていることから，ディジタルテク

ノロジーを活用した教育であるエドテックとのか

かわりが見られる．MOOC そのものがエドテック

による教育イノベーションの 1 つとして捉えられ

ることもある．しかしながらオープンエデュケー

ションの本質は教育をオープンにして学習機会を

促進することにあり，テクノロジー中心の概念で

あるエドテックと異なり，現代的なテクノロジー

を用いながらオープン性を中心に据えた特徴ある

活動を展開している．このような観点から，本稿

ではオープンエデュケーションの特徴的な活動と

エドテックとのかかわりについて解説する．

OER：再利用を前提とする教育コ
ンテンツ基盤

　OER とはインターネット上に無料で公開される

あらゆる教育用素材を含む概念で，文書や画像，動

画や電子教科書などさまざまな形態を含む．中でも

インターネット上で公開共有される教科書は Open 

Textbook（オープン教科書）と呼ばれる．

　OER の特徴は，単なる無料の教材配信にとどまら

ず，コンテンツを再利用・改変していくことで，世

の中に流通する教育コンテンツの質と量を増やす仕

組み作りが前提とされていることにある．Wiley は

OER に備わる「5 つの R」を定義している 2）．最初

の R は「Retain（保持）」の頭文字であり，OER 制

作者の権利を保持することである．2 つ目は「Reuse

（再利用）」であり，OER を幅広く再利用すること

を指す．具体的には，高校生向けの数学教材を大学

生向けのリメディアル教育で用いるなどの例が考え

られる．3 つ目は「Revise（改版）」であり，コン

テンツを改訂しさまざまな用途に用いることを指

す．具体的には，OER を元としてオープン教科書

を印刷教材として作成したり，英語で書かれた教材

を日本語に翻訳するなどの例が考えられる．4 つ目

は「Remix（組合せ）」であり，いくつかの OER を

組み合わせることを指す．具体的には，代数や幾何

についての細かなトピックを教える OER を数多く
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組み合わせて，数学基礎の全般を教えるコース教材

を作成するような例が考えられる．5 つ目は「Redis-

tribute（再配布）」であり，OER を再配布すること

を指す．オープンコースウェアのような OER を蓄

積するリポジトリを構築し，OER を配布するよう

な例が考えられる．

　これらの 5 つの R を実施するときに重要となるの

が利用許諾（ライセンス）である．OER は無料公開

だけでなく，二次利用にも重きが置かれるため，制

作者に著作権を保持しながら著作者の意思に沿った

再利用を促し，かつどのようなライセンスが OER に

与えられるのか，利用者に対して明確に示す必要が

ある．このとき有用となるのがライセンス表示シス

テムである．「クリエイティブ・コモンズ・ライセ

ンス（CC ライセンス）」は，インターネットとディ

ジタル技術が普及した時代における著作権に関する

新しい考え方と仕組みで，その新しい考え方や仕組

みを実現するライセンス・ツールをクリエイティブ・

コモンズ・ライセンスと呼ぶ 3）．一般的に OER には

クリエイティブ・コモンズ・ライセンスが付与され

ており，OER の円滑な利用を大いに促進している．

　教育コンテンツが OER として提供されることは，

教育イノベーションの観点からも重要である．効果

的なオンライン教育を実施するためには，豊富な教

育コンテンツが提供されていることが不可欠であり，

エドテック分野ではパーソナライズド学習（Person-

alized learning）のような，学習者の理解度に合わ

せた適切な教材を提供し，個別学習を効果的に支援

するサービスが提案されている．このとき，質・量

ともに多様な教材が用意されていることがサービス

提供の必要条件となる．数多くの教材を制作するた

めには，多くの教育者が集まって OER を制作し改

変することが理想的である．多種多様な OER がイ

ンターネット上に提供されることは，エドテック分

野で新しいサービスを展開する上でも有用なコンテ

ンツ基盤になる．

　また，OER を用いた新しい教育手法の開発も国内

外で推進されている．このような取り組みはオープ

ンペダゴジー（Open pedagogy）と呼ばれる．具体

的には OER を使った教育実践や，反転授業などブ

レンド型学習への活用，学習者が OER やテストを

作成することによる学習などがある．このような新

しい教育手法を導入する上で，多種多様な OER の

存在が不可欠である．OER はそれらの再利用を前

提とした，教育イノベーション普及に寄与するコン

テンツ基盤だといえる．

オープンエデュケーションの意義

öö OER と MOOC による機会均等と教育改善

　オープンエデュケーションの意義として，大きく

3 つ挙げられる．1 つは教育格差の是正であり，教

育へのアクセスを改善し教育機会の均等化を図るこ

とである．MOOC による一般向けのオンライン講

座がその好例である．もう１つは教育そのものの改

善である．先に述べたような OER の制作と再利用

は，社会全体に「よりよい教材」をあまねく提供す

ることに寄与する．これを目的とした OER やオー

プン教科書（Open Textbook）の開発と導入が米国

を中心として急速に進んでいる．

　まず MOOC に関して，MOOC を使った単位交付

や大学連携の事例が増えている．英国リード大学

では MOOC プロバイダ Futurelearn を使った単位

履修プログラムを，オランダのデルフト工科大学

やオーストラリア国立大学，カナダのブリティッ

シュコロンビア大学などでは，大学間で MOOC を

使った連携教育プログラムを開始しており，国内

でも大学入学前教育に MOOC を活用する事例があ

る．また，MOOC で取得した本人の能力証明とな

る認定証（Certificate）を介した就業斡旋も盛んで

ある．Udacity などの MOOC プロバイダは優秀な

受講者を IT 企業に就職斡旋する，若手労働者の育

成と就業支援につながる教育サービスを展開して

いる．加えて Udacity では nanodegree と呼ばれ

る大学の学位に値するような認定資格を修了者に

与えるサービスを提供している．

　MOOC はオンライン教育を一般向けに行うだけ

でなく，このような能力認定を行うことで実社会の
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就業につなげ，雇用にかかわる人の流れを変えよう

としており，MOOC がエドテックによる教育イノ

ベーションと見なされる理由となっている．学校や

大学など教育制度の「外」での学習で培った能力を

認定する工夫は，オープンエデュケーションを社会

に普及する上でも重要である．

　一方，教育そのものの改善については，OER を

高等教育に取り入れ，教育コストの削減や教育改善

などに用いる事例が増加している．OER に関して

は，オープン教科書の導入が米国を中心に進んでい

る．米国 13 州 38 校のカレッジ（2 年制大学）では

連携してオープン教科書を導入することで教育コス

トを下げる CCCOER（Community College Consor-

tium for Open Educational Resources）という取り

組みが行われており，最近ではオープン教科書だけ

で学位が取れるコースを提供する OER Degree とい

うプロジェクトも推進されている．また，米国のカ

レッジである Tidewater Community College では

Z-degree と呼ばれるオープン教科書を使って教科

書代なしで授業を受けられる教育プログラムを実施

している．米国では大学生の学費高騰が社会問題化

しており，教育にかかる費用を圧縮することが喫緊

の課題となっている．コスト削減の効果を期待した

OER の教育現場への普及は今後ますます進展する

と考えられる．またブレンド型学習や反転授業など，

新しい教育手法を開発する上でも，授業外学習のリ

ソースとなる OER は不可欠な存在である．米国の

学術出版社である Cengage Learning は，補助教材

としての OER 利用が今後 5 年で 3 倍になると予測

しており，OER は教育現場における有益なリソー
スとして定着しつつある．

öö教育ナレッジの蓄積と共有

　オープンエデュケーションの 3 つ目の意義は

「教育ナレッジ」の蓄積である．飯吉 4）はオープ

ンエデュケーションにおいてポイントとなる 3 つ

の「オープン」について，オープンにされた教育

用ソフトウェアである「オープンテクノロジー」

と OER のような教育コンテンツである「オープ

ンコンテンツ」に加え，教育に関する知識と経験

のオープン化と流通である「オープンナレッジ」

の重要性を説いている．オープンナレッジの展開

としては，京都大学の MOST ☆ 1 のようなスナッ

プショット・ツールを利用した，教員の授業実践

や教育上の課題およびその改善プロセスをまとめ

るマルチメディア・ポートフォリオのような形態

が典型例である．このポートフォリオ自体が OER

として教育者にとっての学習リソースにもなり得

る点で，このような形態はオープンコンテンツと

オープンナレッジを同時に生み出す仕組みだとも

いえる．

　加えて近年のエドテック業界と関連する部分では，

学習履歴データのオープン化とその活用がある．近

年，学習分析（Learning Analytics）のような，学

習者がオンライン教育を受講した際の学習傾向や学

習進度をログデータから把握し，学習改善やコンテ

ンツまたはプラットフォームの改良につなげる手法

が注目を集めている．学習分析を行う上でのアルゴ

リズムやログデータの解析手法は，学習改善を促す

上での鍵となる．学習者の個人情報である学習履歴

データを適切な匿名化手法を用いて保護しながら，

これらのログデータやアルゴリズムの分析方法を教

育者のコミュニティの中で公開し手法を洗練してい

くことは，まさにオープンナレッジの過程そのもの

である．

　MOOC では膨大な学習履歴データが取得できる

ため，これを活用した研究が数多く見られる．MIT

（マサチューセッツ工科大学）とハーバード大学

は edX で得られた学習履歴データを匿名化し公開

している 5）．また機関を超えた学習履歴データの

オープン化も一部で先進的に取り組まれている．米

国カーネギーメロン大学や MIT などの大学は，NSF

（米国国立科学財団）の補助を受けて LearnSphere

というプロジェクトを推進している（図 -1）☆ 2．

LearnSphere では各大学の学習履歴データを OER

や MOOC などの教材とともに公開するレポジトリ

☆ 1 https://most-keep.jp/
☆ 2 https://learnsphere.org/
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を構築し，研究知見だけでなくデータそのものを共

有する取り組みを推進している．このような教育分

野におけるオープンデータの推進は，学習分析にか

かわる研究を加速させるポテンシャルを秘めている．

　しかしながら，学習履歴データの活用は教育研

究への貢献が期待される一方で，データの漏洩や

ほかの情報と組み合わせることで個人が特定され

る危険性など，学習者のプライバシー確保に多く

の課題がある．学習履歴データの利活用にあたっ

ては，学習者がデータの利用方法に同意し，学習

者がコントロール権を保持する権利の確保が必須

である．実際に米国では公立学校で学習履歴デー

タを用いる Web サービスが，保護者の懸念により

中止となる事例も起きている．MOOC で得られる

学習履歴データの活用可能性にのみ注目するので

はなく，学習者や教育者の利便性とプライバシー

のバランスをとることが求められる．

　これらの取り組みはエドテックを教育サービスと

して展開するビジネス領域とは一味違った展開であ

る．競争環境に置かれている企業にとっては，学習

分析を行う上でのアルゴリズムやログデータの解析

手法はいわば企業秘密ともいうべきものであり，こ

れらを安易に公開することは困難であろう．しかし

ながら，実際のところ 1 つの講座で数万人を超える

受講者が生み出すビッグデータの分析と活用は，世

界的にもまだ手法が確立されていない未踏の領域で

ある．学習分析を取り入れたオンライン教育を社会

に根付かせるためには，学習改善につながる手法や

ノウハウをプラットフォームや機関を超えて探究す

ることが不可欠である．これはすなわち，オンライ

ン教育を成功に導くためのオープンナレッジを蓄積

する取り組み，すなわち教育分野におけるオープ

ンサイエンスだともいえる．この推進のためには，

オープンエデュケーションの思想に基づいたコン

テンツやデータ，ナレッジの共有が不可欠である．

エドテックの可能性を広げる 
オープンエデュケーション

　オープンエデュケーションは 2000 年代前半にお

ける実験的な模索期を経て，現在ではさまざまな教

育場面に用いられる普及期に入っている．インター

ネットが社会において当たり前のインフラとなって

いる現代社会において，オンライン教育の重要性は

高まる一方である．知識基盤社会における高等教育

の推進と高度な人材育成に向けて，エドテックは教

育イノベーションの実現に不可欠な要素であり，オ

ープンエデュケーションはこれにオープン性の要素

を重視しながら，教育リソースの量と教育の質を向

上させるための活動を展開している．技術的な一過

性のブームに踊らされず，教育機会の増進と平等の

ため，教育にかかわる知恵を広く共有して豊かにし

てゆく姿勢と取り組みが，今後ますます求められる．
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